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Abstract 
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COlllrics frolねじonllicLYet TimOI向Lesteexperienced violeねじξancr indepenclenζwithin 5 ycal又
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Ihey are the ones 10 il1plcmcnt the mandates !or peace opcralions 011 thc grouncl. 1 rcvIt:¥どち howlhc 
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the Cic'ld per言。nnclin UN operatiuns managed contribute 10 prcvenlive diplomacy despitと5
lheil吻constrai1ls.1 also proposes number 01' measuresぉ lherole of the field川河rallOns
<lnd personnel in order 10 deliver resultふ
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本杭は、|主jJiliの予初外交、特に武力を使わない平和的紛争解決に焦点をあてる。そして第一
に、 j;IT j述平和活動の仁1:' での紛争予防に関する仕組みを探ること、第二に、紛争予防と WI~決のため
の市動におけるJ丸場の役;刊 を検討すること、 第三に;はま、 !巨凶主j述虫土平1:不和|日u市舌到勤jの仁1:1でで、ご予)予う|防坊外交が紛く守守争争f戸介"通"宇寸1千il中l
iO典1に1'1む'u拭HJ.山j犬;で、きる泊かミを考考-記察宅することを{州江訓肝1:ヲ究tl巨目Eヨj(的巾とするo 1仰川川り出肘f企ヲヲ究ピ方;法去と しては、 i主j;il平和活動の木nl)と
現場を9;1る尖践者として、 11¥版物だけでなく実|僚の現J助対応についての資料や経験を参考に分析
する。共休的な事例として200611ミ4-5月に束ティモーノレで、起こった武力紛争1を1:1心に、
平手1活動の現場での役jiflJを検討する。さらに、紛争予防、解決、 1ム換に|刻するの外での実践
も参!I，(iにする。本稿により、|主!際社会の取り組|みに対してMらかの貢献ができると担むものであ
る。
11.国際社会における紛争の発生@拡大とその解決の枠組み
1. 紛争の発生・拡大とその解決
スウェーデンのウプサラ大学のデータによれば、2015年 7月現在で30の紛争。があるとされる o
紛争にはJ広大の過程がある。それは突然発生するものではなく、徐々に起こり、拡大する。紛守j'
が始まるのは人1M]関係の延長で、ある。 Mも対応しなければ、紛争は拡大、激化し、規模が大きく
なる。紛争は、激化してから人々に注目され、マスコミの対象となり、社会や政府、そして出際
社会の|対心事項となる。 逆に、対応の仕方によっては紛争が縮小し、収拾することもありねる。
1Iっi際社会の平和とイムf全保保のためには、紛争が激化しないように努力することが必須なのであ
る。いったん暴力や武力が使われば、犠牲者が11¥て、統fliリが難しくなる場合が多し~紛争の先
生.i広大の背景には、その社会やコミュニティにおける人間関係が深く|対述していることが多い
ため、そうした説仰をたどり、探ることが紛争そのものを耳目解することに繋がる。紛争分析、解
決、転換の椛成であるジョン・レダラック CJohnp， Leclerach) は「紛争は人間の関係にとって自
然の JJ~象であり、変化の出動力となる J としている (Lederach 2003 : 4)。それゆえ、紛争をど
のように捉え、出解し、対応するかがillJiとなる。
2. 紛争管理、解決の存続性
紛争の解決には、紛守卜の発生.1，広大の段階にあわせ、 i君、社会、コミュニティによって版々な
方法があるが、このような仕えIlみは国際社会においても存在するものである。 1f(11は紛争管JWや
解決の存続性をiuliに示している。ここでは、対応策に選択)J支があり、それによって紛争当事者
のプロセス、内容やおij栄に与える影響が変わってくる。その方法を選択する際は、具なる影響や
4 ^引Iれt訂は、 20ω04~年iド引t汀12)月3カか、ら 2006'í年|ド~1 山0)月3まで、 リ京iテイモ一/ルレてで、i川司lì述~主!主[~\什一J守千、'1ドζ干和i口i 出利紺維íí花tlIj、肘i
j地也]引lドf~坊苛)所リ肝í- (1伝矧…~I司l と述i巨;リ京i テイ モ一/川ル1レ/支:J促乏加，-上討ば-JI、北 (UI1川川lc以ωdN~lli l)l1 s Missiol1 il1 [(1S1 Til1ur， UNNMIS[T)、京ティ モー ノレ1(述lJf.
掛川 (Unilcd Natiol1s 01恥じ il1Ti刊r日山、1冶iれi川1ω川O町r-北LcSI詰汎lじ、 UトN心OσT、-1日札L) 及び山l医回主耳iえ迅述i主;京テイ モ一/ルレ統j子台4守?ミ ツシヨ ン (Uい1川iれじ吋dトN，孔川山ilOI1S
1mωUじト~l!. r己山l!，汀汀a川i礼Ilcd rv仏f
5 シリア、イラク、アフプカガ~"れニスタン、パキスタン、ナイシエリア、ウクライ 7 、f:M スーダン、ウクライナ、 l 十一j
スーダン、イスラエノレ・ガザ、ソマリア、イエメンでの紛争ーを l‘000人以上の'hH!J:者を!日して¥.'、る行段Ifl と
する。¥札¥'¥川¥'¥'，1川¥化じU山!仁打川'1ηI日川じ;礼山1I川tο川)1山1じi礼川山lリ11'叶a川i札山l川Il)川1計じω《ο1I川1日1八1川 l山I川1-1刊ヲ)1γ叩E
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1後関連による紛争予防と解決の枠組み
上国連合平和へのアプ口…チと
に対する 3つのアプロ
(UN] の中で示した、
ある。ミにブ!、ロス・ズfリ が i平和
及び
である口
( 1 )平和制造 (Peacemaking)
;土、では主として、 によ日げられる
121の左側の部分にあ
して、地i或長
れてし 1なし 1が、これ
“1Im:じ入ppmachcslo pcaむど:Pじはじckeeping‘pじacωkingand Pじaccbuilding，"inJOllrnal 01、PcaccRωじar仁h，in PC，lC、1え!al‘
and DclとIおと-Essay主inPeacc Research， Vo.えCopなれれag己1，1975， Christian 
li.iil文i'li:ん150/60;S!1995iJ、:3.fanuary 1995 I平手1への担;芝)岳民IJち
9 ipp，j{小hlilr!i川 iムいう三之、五五慌には半1il~完成と l沢した J:Ti.J ~iHì'(iiであると考えらる。円高j去のなiU( が
Qc 
Arci1 SIudic8 7:'iukuba 噌92.2016 
?
?
?
?，?? は、 ハイレベノレノマネ
ため
しい強化とより
くi可怠した。
)れら
の中心的な子i訪及
を言語
して、
2会15b:についても
る を求めるパネノレ
?????
( 2 )平手i時築 (Peacebuilding)
i立、 だけではなく
についても提唱されてい
ポスト・コンブリクト〉
にはパン・ギム
してし¥
ヂー三、マ
しつ
辻、こうした点も
い立いとしている (UN2015b : 
( 3 )平和主主持 CPeacekeeping)
の訓!話j では平和維として、おf~(:l与奈川 f去に紛争の説化と
るとしている。
ーショノレドなどを
め、
あう、
2 )公正さ、 3) I支払I"r及び
ンであり、ガバナン，、、
とITなる活動が重要な色;誌を占めている号)万人以上の安
号、武力をfをわない紛争解決。〉機会が、征服要員と
77 
点reilSllidics Twkuba 37 : 71-92.、 2016
一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
78 
双方の r~j '/古の任務中にも極めて多く存在することを示している。
(4 ) 王子干IPJ!Ili!J1](Peace Enforcement) 
平和!強制とは、党三京tj}7 に基づく経済的ilJlJ{長やw事的州市を合む強制出世である。:込
条にあるように武力の使JTj もあり仰る。口~ 7 にづく市平[1別立tliJJlY自立は、近年の平手11:Wj守
活動にも主11 み込まれており、 II!j上己保護j はこの分類に)品する。この千平Ilk:H~持活動においても、
武力を仙HJ しない干段で交 1~人訓{子などに抗わる可能性があるのである。
( 5 )予防外交
怒章第99条は、「事務総長は、 IJKI療のiJLf1及び安全の維持を有，)成すると li;包める司UJ'[につい
て、安全保陣取事会の注意を促すことができるj として、千平1の安全の維持にIY，jする事務総長の
栴i肢を記している。これは、予防外交に関する事務総長の村長ドHにえしたものである。ドド不1へ
の諜j記Jでは、子i坊外交を[当事者J惑の紛争信先生や現に存在する紛争ーの武力行位へのj並行を防
ぐとともに、紛争が発生した場合の拡大を防止するための行動であるj とやや放く定義した。尖
践的には、平和に関するアプローチ全てが予防外交に貢献するといえる。 I伝凶手H川1)述主j志芯午市市(泊34条は、
13 
れのあるい泊か冶なる!巨自;ヨ!付体iについても、 その紛争・またはi':i体の継続が!主nFt:~の平司11;;えび'f]_{J，:-_の主を危
うくするおそれがあるかどうかを決定するために制査することができるj としており、さらにハ
イレベルパネルはその報告書で、「もっとも強力な予防子段の一つは、安全保事会のJ;lJtJ附
与であるJ(UN 2015b : 38:iliíí) としている。しかし、「そのr(í~IIH にもかかわらず、安全1~~I\m州事
会は生じつつある紛争にあまり凶与してこなかったj とし、「他と蛤訓した事務局に刈する予防
外交における国際述行の取り組みを残しつつ、武力紛争ーや緊急事態が起きた後で、それを倣うこと
に集 l十l して米た」と指JI:~î している (UN 2015b : 72Ji'i)o II-U Il，j: に、予防外交が、司i務総長やその~S:
似や代JIHにl出らず、本仰がうTIllJliするように、平和市到Jの 4ミで実施されるIJilH!I:が拡大したこと
を示している。
2. 平和活動に関する国連本部と現場の役割
出)ili千平L1活動に関する外交には、に 3粧郊のアクターが会場ーする。 mlのアクターは、 IU;主
の1;jl}成田と安全保隙よ問、総会、平和梢築委員会などの主張機関である。これには千九州政附の
正や外交'f守が参加し、活動に¥YJするマンデートを決定する。¥=T;J)lliは政的 \I\J機関であり、各 Ij~1政
府の外交の一成である。 国際社会の平和と安全を考慮するにあたり、各!五l政府がまずnq疏をlT{仰
することは当然であろう。一方、平和活動のマンデートの実施は事務向の役jilJである。ここ
では1述本部と現場がINなる役割を県たす口第 2のアクターである1]辿事務局本日1)は、マンデー
トの尖胞にl到する最終支任がある o +民機!主jで政府代表と践し、各i五!の外交に相通し、その利益
と興味を迫うことを主んじながら、現J:J， j の平手1 ì~行動者への折導とアドバイスをする。そして第 3
のアクターは、実際にマンデートの実胞を当する、現場の千平111~íi助手iーである。これには、事務
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らに、 (d) そ
のことは、
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ァ
乏)0
に品Ijiびつけることを:況
べきであり、その
におし、てょっ
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I{ft.コ
」
i討するf乞iflJ ちゾ三〉。
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( 1 )註接原因
るI1
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ミに首都ディリに起こった議動は、京ティ ノレ
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シャナナ・グスマ
がなtlLtまさら
をマヲ・ア/レカティ~人Ikatiri)
の終!)iJ誌にはデモ
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に絞らω守:合えによ|ーを(ぜいす、 sqt 
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ぶベ台数i誌は多い。
じていれ しなかっ?こであろう。/，)/ L J 
に叫がある c 京 (fl~ 出身(ロロ )の~(~ 6 '，I;.IJ0) 
ゲリラ、ファザンテイノレ 1¥
らは、 VLi日 I~1 ¥身(ロロモヌ)の新しし
らの i:
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ィモーノレにはこのようない:分は
なか に十!日当があるとべてしまったことがi
った(上杉 2014:ふ5)0
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に、人々 していな
|出っ
)のラインを下!ヨっていた。独立したものの…山に改善されなし
かった。当i時のノ¥f]は100万人出であったが、そりうち850今000人
いる状況であった。五百HJ 容も低く、特にま7者の ~j:尿は44% にも ていた (UN2006c : 34 
つ丸いた。{持え i工、UNDP-むは良ESPE仁丁というプロジェクト (UN2005 : 
ての大きな1:i県;こ辻黙がらなかったり
り、 4月 1::1のデモに辻、 l臓のなし
うに
った悲しヂィヲ も られていた。
とし
も}Jlわ
J: 
(じれitedNations Commission 01' lnquiry for Timoト(じN2006c1 : 
は、ロジェワオ・ロパート内部大出が民;ll¥j人に
とを明記した。同大i立はこ点により起訴され、存罪判決を受けたり民j/U人に
の
したものであっ
っ7ここと
わってい
に望号察の力不j誌を
してしまったc
ととなった
して
の(1ヲと
MissiOI1 TillOl二LeSlふ
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してーから姥をやっ症したりそれまでも
ために JプロフェッショナルイヒJをむち
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いている((ilrenlト112013: 61-71)。
V，国連の対応一本部と現場のギャップ
;士、 4 5 月の京ティ
] UNDPの2009Milklll1ium D出廿OplltnlGoal主.Tim¥lr-LeSleも参照。
を受けない
れている。
いの
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」とをjJくしている。しかしそAe にギャップが
あ号、 しも れなかったと
(Mediation) 
伊Ij 5 fijから、 じて
に出して
;五 ャ (U.Gastao ;j守校
治￥ら;土、 があった。しかしその当日、 PKOHすから
との指示が島った。
る
言『るだけで、も、
な指示により
ヤ{こミし¥、
2006c1 : 12) 
のこと;立、
7 包コ。
2. 銃撃戦の阻止対業
5月23日に
けた。じNOTIしの
よる
ると、
オーストラリア、マレーシア、ニ
にな号、
ランドとポルトガノレ
251]、
にを受;アている京ティ
ドパイザ
パイザ
ドパイザ官と
した。 しかしそのjさ中で¥五ミティモーノレ
イモ
グループ!日jの
特別代表はサルシ
きjiJ;つに
されたとい とであ
ら月
と|主1;主
ア
してしまったのである。ゑに泣詩人的資ティモール警察官が死亡、 25入が霊場を
(UN 2006d: 9 。これには、
) 112007 : 5) Jとしている。ププ仁 田iliイ[11)-'IJティモ…/レ引liのとだにi揺するJ:lJfJ年ωキャップが
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したことが適当であったか、地にいた
IJ く可能性:もあ アド
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げ;fLばなら
i土、 r1 
わる者辻、
したのであ o
;立、
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することJ、そして!事の立をす]らか
とであった(じN2006d: 2 。当日与のコアィー・アナ
にその宇すことにした。
会 COl1ll11issiOI1 
し
し、その
よ三
とにPKoM どと行I~設しなが
を狩7Eし、 144人む
しかし、
;土、 U:'¥JUIILUノマンアートゼvと犯すゐ;こめたっては:qi.liゑそも符悠掠もなし、と主づけ'たのでみ
る作 l壬ぉJ1 ~\jl: ~jî I代表!士‘ r 1.iI IJniJγiltムドドI 絡がど仰は会合すっ()(i協のよいわ J→ゃんIirI íハ-1バ与l' 市長~VJI'
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毛:い (UN2006c : 
/レコ6) .J
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こととなった。これらの1UJき!士、
;土、もともと計
;fL 
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らないこと ヲFQ 。
日、長谷)1 i特別仕去はアノレカティリ
した口ョ;培、ミッションの
ザーと
をしたということ法、
と身の安全 してい 5n 
2511の
IPけに、
;こj(7
し、 7]
チーム日anagcmenl した。しかし、
うな丹品はUl'¥OTIしのマン
け、に
であろう
ストラヲア、ニュ…ジーランドとボルト
じNOTlしのji包交と
することはなかったのである口しかし、 2月 (UN 2005a : 68i1'i) 
これも、
る考慮が羽いと言えよう。
を高めるようなワ組みなすること
をおし、
し、
!誌に成功した慨もるる。 5月25H
2006d)が10)32 1Iに発表され
にはjし
、?こ…巴
ないかとい
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との刈話をjijけた。そして、その仁1=1から見出された併がと案をもとに、開{系者と調百人斡旋を包
強く続け、大統領及びi引t!などの!主!の指導者からポを何ることができたのである。 UNMJTJR
導者は 1-1、話し合いの機会を作りながら支援し、彼らによる決定を奨励した。結局は、大1初J州j
合怠した後、束テイモ一/ルレの大1が:d似
テレピメツセ一ジを送つた O 教会にもポスタ一と f広よ宇判!民Y_ l式主誌t を公布した O こうした努力が実り、 Il~1
民はi:(J:?Uさを党えて納得を示し、報告子1;:(UN 2006d) が公表されたl僚に誰も武泌を子にHy.るよ
うなことはなかった。早期警報に基づいて紛争の嬰l云iを深く i出識し、紛争予防に文献したこと
は、現場でしかできなかったイニシアチブが成功したものであり、本部でも両く汗11iされ
た(黒EU2015)。このことは、現場で平和活動にWtわる者が助を働かせ、機転を利かして立ち 11
れば、効果的な活動の実施が可能で、あることをえ;す例で、ある。ここでは、]994{j三のUNDPの人間
報告書で早期警報のシナりオを作成した際の方法が)JL;J刊されたことが注目される。また、枇i山事
務所の人民が徐々に減り、他の国連諸機関と協力してI古動を実施することにより、!同主述主剖i削1刑日発計計-耐阿i 
(UγトNJDP刊〉リ) など国述の他の1機溌!関羽とのパ一トナ一シツプの立主虫型:ン司宅'1管性!巨
さらに、この成功の陰には秘密裏に行われた地味な多三力があった点も強制しておきたい。 日
報告書の翻訳の件である。 UNMITが国連事務総長特刀Ij代表代行アィン・リスケ・ニールセン
(Finn Reske-Nielsen) を通じてジュネーブの1mjil高等ノ¥村'd弁務官ノレイーズ・アノレブーノレ (LouIse
Arbour) に!日jし¥合わせたところ、報告書は英訟でのみグを千子されるとのことであった。ニーノレゼン
は束ティモールの公用語であるポノレトガノレ誌の翻訳版の作成を!日:請したが、ジュネーブでポノレト
ガノレ訟の翻訳者を見つけることは難しいとの返答であった。 UNOTILがUNMITに引き継がれた当
時、多くの!隙員は他の任務地へ移動し、ポノレトガノレ請の制ltJ¥J白'は 1-2人しか伐っていなかっ
た。しかし、公m詑で発表することが主主i! と '1~ 1j[析し、 UNMITはそれを現地で準備することにし
た。ところが、国民の大部分はポルトカソレ詰が読めず、 わ支らが県併できるテトゥンi14への制訳も
進めることとなった口資格のある附訳官を探し出すことは至難の業であった。そのうえ、
が発表になる前に内容が外部に漏れては困るわけで、ニオ工は大変なリスクを伴う作業であった口
このため、翻訳官迷には特別な部屋.を設け、内容については家放を合め決して 1-外しないよう般
に指示した。また、彼らの翻訳作業の進行状況を毎日矧i認し、精神的なサポートも君、らなかっ
た。その結果、報告書が発表になる10月21=までには制3訳版が完成し、英詰版と同1守に配布す
ることができた。幸いにも、内容が外部に漏れた形跡は三~:::くなかった。こうして凶此は報告書:を
読み、耳目j併することができたのである。 この秘秘l容範密I叩:
つ均か斗な治か斗つたことでで、ある O 現場が地味なイニシアチブをとり、不"活動に効県(/';)に貰INKできるこ
とを三JE1VJしたのである。
VI.国連平和活動に求められる変革と方向転換
前でみた i主I Jlli本 ;}!I と現場とのギャップは、現場の役のlTi~よ、そして、現場ーの平和活動要
一一一一一〓一一一一一一一一一一一一一一一一一
14 :'jlc1仔はこのイニシアチブのVU/il.に!川安J12わった。
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イニシアチブのとう よって もたらす を示している。さらに、ハイ
さ才してきているレ J父ノレノ~;号、
1 .求められる
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L 、
ある。コヲアー
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ごν
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¥._ してい に欝械を したにも拘ら y 、
Criminal Court ror R wancla、ICTIり も つ
た三人これらのプロセス
くのであるの i仁7長
万人にも及ぶとされ
イドの
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liJ 
とし三
このことが、お7主いがij!ミえ
たのは]()
ノサ
j)~ 
とし 1う こし、 I~I 分のコミ
たのである中そこで構築される訴しい人間関係のドで
う。 このイニシアチプは EL201今ゴニキ冬
」二げるにはさらにJ乏し¥:{I三月が点、i足鴇むあろう。もし
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しか
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111 i ~lll γ£幻s，2014μ51ドミ 1 }月j分1] (ht伐lp工川切花pじ山;辻iピ仁C骨b民凶ヲχ剤1札山凶i口ιけIcI凶C出li川1さヲel総山元れ邦iれ以山i辻1νj)0 
よ1;¥IIJI[Ci子 1999[出迎におけ'る子山外交的アプローチω)J'lIJJ NO，4i7， 
)ijI'， 1 
訪日 j発言平和の指築と I1
i"(H主もと子 2004:W 主I~ 4 
題研究所， :-37-50YC 
長谷川 1Vl弘 2007 主的
)。
1 ，20151，' 9 n :き1!。
ールジ片手l言iur~)えと紛争予IVJの守j'1:1沼市f究会 1本i長1明!ij
p:i主ブォーラム2()071r1 月三K1- (¥¥¥Vw，lml¥lnll1，orさ
ハムツク会結 200Jil:. 京ティモール J乏存立:X;tliIFi:委会 J 第 4之刀、 20():i:q:.1月、ティモー }V・
i口コロサニエに，1昨i
行松~~!ド!f'ドi切?出;久 2引O{り)lりì I点テイモ一/ルレω』政支;台f主G広機漠 ポスト.コンブリク;ト、を;凡iよ主{付言守;: ひろ;え.IiNoらり
(20061，1:09 )J発行ワ)，…ー 絞M[')'lft人アジア・太平flリ¥権十センタ
， [1際協力 1¥版会。
130tchil・ova、Olga2002 "ll1pklllentation tl!'TraじkTwo in HelmIck， RaVlllund ベIndPC!er対 1RodnじY
Lt以Is，L FOI;'!，inワ)(代、どrnd/(c('o}Ici!iuli()l/: I?eligioll， Pllhlic jJolicr ill/d C(}njlic! 1i'ul/sjiJ/川正1IO/l， γじIllpktOI1
Foundalion Pr¥.'川、 pp，“:104
CLlI‘;仁 Phi2010 T/iどG!Iはだ'{/COIiII、，I弘、/イJeiJOcu!，ど.JlIsruぷ(/nt!!?('(川lCiliuliol7in !?1¥'(/lU/U' .Jl/.lic(' lt'ir!1Ii1/1 /JI¥¥'I'er人
Cambridgc Studi凶行1Lm¥' and Soじlety‘CilllbridζUnivじrsilyPrcss， 
Galtung， Johan 1976 "Thrcじi¥pproacむωluPじ~ICC: Pcaじekceping:， Peacemけkin芸and in P仇{ぐピ J!i(/I
u;liI D(!jどilW:1ふW，¥'Sin P(![/('(! ?cseu}'ch， Vo.えCopcnh立与i.:n‘Chri弘lianIニIjers.pp， 282-:~()4 ， 
Colliじr，Pall 200:) iよ}'(:'(lkingCけ17I1 iげ rrojJ Ci¥'i/ W(i}'μnd j](.，¥，どんJfJlI/ど11p()!ic¥' (!'υ/icγI?eseul'cんだり)()r/s人
Wa主hlllglOI1[)仁川 WorldB:1Ilに p，H3， 
Cuじn!ヒ1、Lllよ12CJ}三(>1川
ArciI SlIdics T詰I1k/lha37 :立、 20/6
H;lscgawa， Sukehiro 201:1 flril/()/'(!il! Leudむnhip:Peilceh/lildillg ol7d NOliu!7i1! ()l¥ilどrs!Jipil7 nl!1l)r-/~eslと、 N(こ、\\'
York ‘ Unilcd ト~~lti()ns Lnivcrsity Prc川 e
iド〉ヘ勺1I討hkσiむnね;災l‘!け)，孔Iy戸rじ印‘'<1β(れI1η1d九M日山iじi仁二 Phi口li中p引O}之“ UIれ1日1心dN刃i以1れlitο)れ川詰 pじL品1仁じkωCじi卯予η叩1巴i出れ1Tiじ、I日川Iη1わ101トL斗Lぷ心“主iωC電、c司j八l'マヅ'1'υ、1'
:νl;j 
RupじrSIl1さh‘I(Llll1ar，and Kuroda苛lV1il:hilω(edメ)I ~l94 !:'u/'!γ!竹lIi7il父(/1/(川Jj/icl/イωυ/lIlioll，Ll)I1t!on iì l1 d ト~C\\'
y(ヲrk，lV1正:[¥1ilanantI Sl. M'lrtin's Prc日目
LUlid、ivlichaじ1S， 20()乃/ういγ111父J'勺)/1'1C 'r!i(/ic!s， A Slmh'父γ/υr/)reγelJli¥!L' Dipl()I!I(/C¥'， UnilじdSlales Inslilulじuj'
pじ，1ピピ
Las!じ〉九 Manha， Kclloピふ Virginia‘ Michacls， Jミiじhanl，1I1d 1き・0¥'1、ろharon2011 ('(){/c!iinヌjiJ!'hUIIsjiJriJ/u/ioll， 
]>0/1¥1'(/¥、-;Iυ/ヌnilど Pasol7u/(/1/(/ So('Ia/ Chul1，le含 Pcnnsylv，lIi，し Dis(()vcrPn.:s:; 
しれJcrach，John Paul 1997 Bllildin父/勺:(/(ζいす/ls!Oil7i1h/どだとC()l7ci/iu{iIJ/1in f)iI'ided S(Jcieli似合 Washingloll‘1)，亡、
Unitcd Stalcs lnslilltじ01、?じ立にじ‘
2()(s Tlw Lifl/e H()()k n/ Conf/icl 7I'ulIsjim)/(/fi()/}・C!ι'(1/'urfl仁川(/1/川7()j {んど g/liding，prin仁i/，!どちん'，"(/ pWIIどげ /1
Ihどjie!dCiood l3ooks. Pcnnsylvania 
Scビu!"ilyScctor Rdorm :VlonItor之01() lilllu}'-lベノI'/e，fVIaうJど()!O弓 Unlario‘ThcCCl11Cr 1'01‘Inlcrnalional (io¥'じi刊行1ω
???《???、? 、????
?
UN 19~)2 t¥i4K/4(J:): Si2('i45、17Junじ I~~)ス Nep()J'/ ()jめど S'ecrel(/I'¥'-Gellω'u/"Agl:'/ldoji)r Pr!(/('c " 
UN 200() i¥/:)[)i:30S-S/2000!持()分、t¥uさlIst200(上NepμrI()/lんど P(li7e/(m Uniled Nu{Iol1、Pe(/cとひ'p('}'{/I/()Iち
U N 200Sa S/2()()5/9立1 K Fcbruary 200久/コmgress"む:fJ()/'10/ ilJr.! S、e(，/'i.'I(/1'IイJど17げ '0/Oll 11ぴ Unilど正/八!(lIiOIl五 Mt'九¥i川
ofぢIP/}()!iuj'E(/S! TimiJr (/r)/， ，he pどrioc/jiwllI ()八l()¥，(:1I/かどi・20()410 16 Feh/i((//Y 2{)()5) 
UN 200Gb ど()(活況!O、12Muy 200久 1:'/11u/m似た!o/ereJ}()r/ 0/ fhe .5ぷソ'el{lI:l四(jem:ro/011 fhe Unil伏/入iulIOIII
，Hissi/)11 ;1 E'(/s/古JJ1()rjυrIh(! peri(!ciji<)lIl /7 Fヤ!Jrllllrγ!u/ /ん101・ ο5)
UN 200(1 ~l S;20(J()/i2[i 1、三り人pril200() /:"Ic1 ()!IIiI/u!a!L' rCjJ()/'{ o/IheぶノCI'('/(/iT-G句ど17t:ni!Oll /17どとうliledへ'uliOi)SO/!icぴ
;1 /illiJr-/_es{(ノ (/{)rI/}(' /)ei'i()t! jiwlI 14.10111/(1γlu :I!m/ ]()()6) 
UN 20()(")h S!PV 54:)2同 SCCllri/1CU/lilCi! o /" }とw: iHどど1//1ど， /う'U/(れ"S f'v1ay 2006 
UN 20()(たS/200l1/G2o，K八ugusl20()札だりJ()J'/()11/1l' SeCI"f:'IUI"ト Cellt'l'o/O/l口ilw!'-Les/ど/)/1'，1'11011{() .c;ecl/ril¥， 
(υl/!1cill'(:'S()/iliOI7 16少()
UN 20()()d S!200Cim2之八nlじ人]お UClobcr200(iちだり)()!γυ11んど Unill'd.VuliO!1S Jnd，ピf1のだ/ピ1 ('(}lIll1isi()1lけ/
1/(/1;1γjill' 7i1il(}r-LeSIど宮 Cellc，'(よ
UN 2l)07 S /2007/50、! Fcbruarv 2007， Rep()/，/ o/Ihe Scc/'eIピIIT-Cel7e/'u/01 I/W じlII1edヘ引[j()IlSfnlcgrUlerl MissIoli 
in Tinw/'-Lど九(e(!or 11どfJCI・i{)d/iwlI ~ノ /1 /1.';11.\1 ]()(}(j!イ) )(//7/{urγ10m) 
し)N2011 込¥ /¥/()517ヰ7-S/三()1] I行5宅 I了ebruary2U 1， Jdenl/m/ !ellcl's rlul伏 I/8 FehmピIT2/)/ / ji'()/]/ 111." 忌'('1'('1正1/'¥・一
(パ'17('1'0/iI1/drc.¥五cc!{o /hc Presidelll ()flhe C;I.'I(."/'O/ !Isse'lIIhh' und rhe SecuriぐI'COiill正iI.
UN 2011b S/之01 2GへugUSl2011， Rピporloj Ihe S('(，/eIUlT-GどI(:'/(I "Prr:'¥'('nliFt' Dip/olIιuγIJcli¥'ering 
1'('，1'/1/五三
UN 2015a /¥/70/95-S-2015/44l1， 17 JUIlC 2lJlえんた11ic(/ IどlIeI'.¥c!aled /7 .)11/1:' 2() /5 ji()ll lhe ヲバノ/uハベiどはどru/
正U山1(/，ん'dんパ町引可竹九ve川;(γ引〈ど山J元d/0111(' P勺/パIへ刊引¥i t!•γげ川/ì/(υ，j t//(' ω〈ど'/'パtd，'1s刊、ピ11//小匂fυωJ川lυμ(/Ih(γ，p/'(山B七汀sicν川C!(ピ川J
lじJN、将J玖()汁i日引h!入¥/あ(1汗泊9/96泊8一兄忘町ゼ201ろ/490‘:，50 .IUIlじ 201 三fdelli icul /どfI(，1、どん/Ied り.JlI!wlfJ/5ji川 /11/]('C!wiJ υ/illL' 〆1t!¥';sυI"¥，
(jmlf/lυj' Crj)('i'I川 1f!7e l子ど¥'IL'¥¥'οr/he Pcoじん'hllildin父〆lrchi/eClllreuddパヘ:Si.!d/() Ihe Presidenl o( I/W (jcn什'u/
1 
Arca Sl!dics T'，ukuha 37 : 7]-92、20J6
92 
As，¥'cmb/jl (//1d rhe Presidと川υ{/heSec町 i/j'Co/川正i/。
UN 2015 じ人/庁70/357白S/2015/682‘2 Scptω凶Cα!川llbc口r2015ち Rどりj)川υl川.γ/(ゲ /げhれLノ 5とcr，ぜ叫とelαωrハ')ト}
八NaωI!川fυ)/げ7九jJ万ど凶ω正α似Iκ正cc()伊/ρJβωrαωI!μωiυ』川Fη1川¥'I川iげm川?η勾1リψ/ρ')/ルrω叩1刀1η7e110/lり/1oj'/hc rc正'ol)7mcm!.α//0/1λοj'lhど/-Jigh-/cl'eI /ndど'pどI7dσ11P(/l7e/ 01 /コωce
()jJcrOli()17λ 
UNDP 2009 March 2009、Mi//el7l7ill7 J)eve!opmel1l Go(/lふ刀mu/二LCSfeヘUNDPDili、Timor同LCSIC
Stcclc、David2013 Crco!i"cノ1J!jJmachc.l'!o C0J7f7ic/ Tmnち/υrmo!iul7in S()ciど!iesAIfι:c/ed bl'ι，/ncノliIiSIReligiul7， 
Univcrsity orCaliCornia， San Dicgo 
Zchr， I!oward 1995 Clwl7gi/7，!，; L el7.l 1:'.1'， Scottsdalc、p入、 HcraldPrc出
Zcnko、Micahald Friclleln弓 RcbcccaR， 2011 "UN Early Warning SyslClll 1'01' PrcvcntinιConllicl"、/11げ iW/Iυ/70/
pσ{/cckl:'l:'ping， vol. 18: 1， pp， 21司37
¥¥'WW. sbc.co.uk/news/worlcl-oflice-
¥¥'ww2.j i a，or..ip/../h 18_ cast_tilllOt・_Chapter8.
